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。
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華
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を
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う
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工藤　颯太さん工藤　颯太さん
くどう　　そうたくどう　　そうた

川島　ひかりさん川島　ひかりさん
かわしまかわしま

柴　温太さん柴　温太さん
しば　　はるとしば　　はると

野口　愛未さん野口　愛未さん
のぐち　　まなみのぐち　　まなみ

初澤　翔生さん初澤　翔生さん
はつざわ　   かいはつざわ　   かい

塚田　莉々子さん塚田　莉々子さん
つかだ　　　りりこつかだ　　　りりこ

花島　耕太さん花島　耕太さん
はなしま　こうたはなしま　こうた

結束　愛羽さん結束　愛羽さん
けっそく　あいはけっそく　あいは

木村　文音さん木村　文音さん
きむら　　あやねきむら　　あやね

日本一周してみたい！日本一周してみたい！動物看護師になりたい動物看護師になりたいシステムエンジニアに
なりたい
システムエンジニアに
なりたい

保育士になりたい保育士になりたい自立した大人になりたい自立した大人になりたい丁寧な接客が
できるようになる
丁寧な接客が
できるようになる社長になりたい社長になりたい芯を持った大人になる芯を持った大人になる ホテルで働きたいホテルで働きたい

　はたちのつどい、おめでとうござ
います。
　皆さんが立派にはたちを迎えられ
たこと、とても嬉しく思います。人
生まだまだこれからです。大人とし
て、より自分の行動に責任をもち、
人とのつながりを大切にして、気遣
いのできる人になってください。

　はたちを迎えられた皆さん、おめで
とうございます。
　皆さんが県立入試と卒業式を目前に
控えた３月初め、学校が一斉休校とな
りました。コロナ禍で思うような青春
時代を過ごすことができなかったかも
しれません。でも、人生はこれからで
す。これまで、自分を支えてくれた人
たちに感謝の気持ちを忘れず、それぞ
れの夢や目標に向かって進んでくださ
い。いつまでも応援しています。

　はたちのつどい、おめでとうご
ざいます。
　二十歳という区切りの年を迎え、
今まで以上に自分の行動に責任を
もって生活していくことになりま
すが、みなさんなら大丈夫です。
自分らしさを忘れずに、これから
の生活を楽しんでください。

2広報しもつま 2025.２3 広報しもつま 2025.２


